




	
		
			
				
				
				
				
				
					ジャニーズ告発者一覧

				

				
				
				
ジャニーズ事務所のジャニー喜多川による児童虐待（性加害）の告発者。歴代の一覧です。実名で告発した勇敢なタレントたち。北公次（フォーリーブズ）、中谷良（初代ジャニーズ）、平本淳也（ジャニーズJr）、豊川誕（歌手）、木山将吾、前田航気、カウアン岡本、橋田康、二本樹顕理、石丸志門、土田一徳、中村一也、服部吉次ほか。



        ＜ジャニー喜多川による児童虐待の告発者＞	年	告発者	内容
	1965年	
				
					秋本勇蔵
					
					
（ジャニーズJr）
				
					
            	1965年、名和新芸能学院の名和太郎学院長が起こした裁判で性加害について証言した。
            	
            	

裁判の開始から3年が経過した1967年、週刊誌「女性自身」の「ジャニーズをめぐる”同性愛”裁判」と題した記事の中でも性加害について証言。
            	
	            
	            

秋本氏が新芸能学院に住み込みしていた際、就寝中に体を触られた。秋本氏が暴れたため、被害は免れた。
	            
	            

2023年6月、TBS「報道特集」でもインタビューに答えた。
	            
	            


	            ＜インタビュー▼＞
            	

            	
            	
	1988年	北公次
（フォーリーブズのリーダー）	
            	自伝「光GENJIへ―元フォーリーブス北公次の禁断の半生記」を発表。「15歳の時にジャニー喜多川と性的関係を持たされた」と告発した。2012年に癌で他界。享年63歳。
            	
            	
            	


            	＜告発ビデオ▼＞
            	

            	
            	
            	
            	
	1989年	中谷（なかたに）良
（初代ジャニーズのメンバー）	著書「ジャニーズの逆襲」を発表。「11歳の時にジャニー喜多川と性的関係を持っていた」と告発
	小谷純
（ジューク・ボックス）	やなせかおる氏と著書「さらば！！光GENJIへ」を発表。13歳～14歳の時にジャニー喜多川氏から口淫被害を受けたと告発。
	やなせかおる
（ジューク・ボックス）	小谷純氏と著書「さらば！！光GENJIへ」を発表。バイク事故で入院し意識朦朧としている時に性加害に遭ったと告発
	1996年	平本淳也
（ジャニーズJr）	告発本「ジャニーズのすべて 少年愛の館」を発表。性虐待に被害に加えて、少年に対する女性ホルモン注射に言及
	1997年	豊川誕
（歌手、ジャニーズJr）	告発本「ひとりぼっちの旅立ち」を発表。
	1999年	週刊文春	14週連続で特集を組み、児童虐待問題をスクープ。1960年代～90年代の性加害について、少年ら10人以上が取材に応じて証言した。
	2004年	最高裁	ジャニーズが文春を訴えた裁判で、東京高裁は「セクハラに関する記事の重要部分は真実」と認定する判決を下した。最高裁も判決を支持し、セクハラ認定が確定した。
	2005年	木山将吾
（ジャニーズJr、光GENJIメンバー最終候補）	告発本「SMAPへ～そして、すべてのジャニーズタレントへ」を発表。性虐待に被害に加えて、少年に対する女性ホルモン注射に告発
	2021年	前田航気
（7MEN侍、ジャニーズJr）	英語メディア「あらま!JAPAN」によるインタビューでジャニーの性的虐待を告発
	2022年	カウアン・オカモト
（ジャニーズJr）	
            	
            	Youtube動画のインタビューで、ジャニー喜多川による性加害を告発した。
            	
            	

半世紀以上にわたる喜多川の児童虐待事件が明るみに出るきっかけをつくった。
            	
            	

児童虐待防止法の改正論議や国連人権理事会の部会の調査などにもつながった。
            	
            	

日系ブラジル人4世。日本に働きにきた両親のもとに生まれ、愛知県で育った。
            	
            	
            	
	2023年	橋田康
（ジャニーズJr）	週刊文春の取材に応じ、13歳（中学1年）のときに性加害を受けたと語った。地方公演の宿泊先のホテルで襲われたという。
	二本樹顕理（にほんぎ・あきまさ）
（Bad Image Generation、翼翔組＝つばさしょうぐみ＝、少年新選組、Jr.Kids、B.B.B.、ジャニーズJr）	1990年代後半、13歳のとき初めて口淫被害を受ける。1時間ほどだったという。その後、１年ほどの間に10回程度の被害。週刊文春の取材で証言。
	
				
					高橋竜
					
					
（They武道）
				
					
	            	
	            	英BBCドキュメンタリーに出演した際、喜多川氏から性被害を受けそうになったと証言した。
	            	
	            	

喜多川の家にいたときにマッサージを受け、度を超えそうになったところで「これ以上はだめだよ」とはっきり断った、とのこと。

	            	

2012年にジャニーズ事務所を退所。現在は居酒屋を経営している。
	            	
	            
	            


	            ＜インタビュー▼＞
            	


            	
	志賀泰伸（しが・やすのぶ）
（忍者）	
            	
            	
            	週刊文春の取材に応じ、30～40回の虐待を受けたと告白。15歳～18歳にかけて。
            	
            	

最初は喜多川のマンション（通称：合宿所）にて。30分～1時間にわたり、口淫などの虐待を受けた。
            	
            	


            	次回以降、行為はエスカレートした。
            	肛門性交の被害にあいそうになった。
            	喜多川はベビーローションを用いるなどして何度も試みようとしてきたが、必死に肛門を締めて抵抗した。
            	何とか未遂で終えることができた。
            	
            	


            	22歳（1990年）で忍者のメンバーとしてデビューした。
            	
            	
            	


            	現在も、虐待被害について再燃現象（フラッシュバック）が起こることがあるという。心療内科などに通院を続けている。
            	
            	
            	
	石丸志門（しもん）
（ジャニーズJr）	
            	
            	自分のブログで虐待被害を告発した。1982年から1985年までジャニーズJr.に所属。
            	
            	「合宿所」と呼ばれる東京・原宿の喜多川の自宅マンションにて、口淫被害を受けた。
            	
            	このほか、誰もいない昼間の部屋で性行為を求められて応じたことがあったという。
            	
            	
            	
	土田一徳（かずのり）
（男闘呼組の初期メンバー）	
            	
            	文春の取材で告発した。虐待を受けそうになったが、拒否することができた。その後、男闘呼組（おとこぐみ）のメンバーから外された。
            	
            	
	中村一也
（ジャニーズJr）	
            	
            	文春の取材で告発した。被害を受けたのは、2002年10月19日。喜多川の自宅マンションにて。口淫被害など。30分程度に及んだ。
            	翌日のコンサートでは「やる気が半減していた」という。当時15歳の中学3年生だった。この事件の直後、ジャニーズを脱退した。
            	
            	
	服部吉次
				
（若干８歳で虐待を受けた被害者）
					
            	
            	8歳（小学2年生）のとき、喜多川から口淫などの性虐待を受けた（1952年）。
            	手で股間を攻撃され、初めて射精を経験。
            	さらに肛門を舌などで攻められた。喜多川は当時19歳だった。
            	
            	

事件現場は、東京にあった服部氏の自宅内の子供部屋。服部家と喜多川家には親交があり、喜多川が泊りに来たという。
            	
            	

それから２年半ほど虐待が続いた。喜多川は毎週土曜日に来て襲ってきたという。
            	
            	


            	以上、日刊ゲンダイのインタビューで明らかにした。告発時点で78歳。
            	
            	
            	

服部氏は服部良一氏の息子。服部良一氏は戦後の日本を代表する作曲家の一人。
            	
            	
            	

＜インタビュー▼＞
            	
            	


            	
            	
	松崎基泰
				
（服部氏の友人。小学校の低学年のときに虐待された）
					
            	
            	1950年代、喜多川に虐待された。最初の被害は小学校の低学年のときだった。
            	
            	

多い時は週に数回被害を受けた。計40～50回。
            	
            	

同じく被害者の服部吉次氏の友人だった。小学生のころ、服部家を通じて喜多川に知り合った。
            	
            	

＜インタビュー▼＞
            	
            	


            	
	大島幸広
				
（ジャニーズJr）
					
            	
            	13歳（中学2年）のときにジャニー喜多川から最初の性加害を受けた。生まれて初めての性的体験だった。
            	
            	

このとき喜多川とは初対面だった。パンツをずり下ろされ、手淫と口淫による虐待が行われた。

            	
            	

2000年夏に退所するまでの2年間、計200回被害にあった。
            	
            	

文春の取材で告発した。
            	
            	
            	

＜インタビュー▼＞
            	
            	


                                    
            	
            	
	
				
					岡田幸治
					
					
（ジャニーズJr）
				
					
	            	
	            	少年隊のバックを務めた。いわゆる「少年隊ジュニア」。
	            	
	            	

17歳のとき、初めてジャニー喜多川のマンション（東京・原宿）に泊まることになった。
	            	部屋には東山紀之（少年隊）と岡本健一（男闘呼組）がいた。
	            	２人が出ていくと、ジャニー喜多川が入ってきた。
	            	喜多川と食事をしている間にお風呂が用意された。
	            	その後、被害に遭った。
	            	
	            	

3年間で15回ほど被害を受けた。
	            	
	            	

Youtube「アーク・タイムズ」の望月衣塑子氏らのインタビューで告発した。
            	
            	
	
				
					長渡康二（ながと・こうじ）
					
					
（関西ジャニーズJr）
				
					
            	
            	1996年に事務所に入り、入所から数か月後、喜多川に大阪のホテルへ呼び出され、被害を受けた。
            	
            	


            	何度も抵抗するようになると、冷遇されるようになり、退所した。


            	


            	マネージャーに被害を訴えたが、完全に無視された。
	            	
	            
	            


	            ＜インタビュー▼＞
            	

            	
	
				
					木村伸一（きむら・しんいち）
					
					
（ジャニーズJr、V6のメンバー候補）
				
					
            	
            	
            	週刊文春の取材に応じ、18歳（高校3年）の時に性加害を受けたと実名告発した。
            	
            	

雑誌「Myojo」の撮影があった日の夜、口淫被害を受けた。
            	
            	

その後上京し、「V6」への加入を打診された翌日、再び喜多川に襲われ帰郷。V6の話はなくなった。
            	
            	

在籍期間中は「元気が出るテレビ」などに出演するがジャニーズ事務所を退所。
            	
            	

別の芸能事務所に所属したが、決まっていた仕事が急遽なくなるなど不可解なことが続き、21歳で芸能界を引退した。
	            
	            

現在は整骨院院長。
	            
	            


	            ＜インタビュー▼＞
            	

            	
	
				
					中村一也（なかむら・かずや）
					
					
（ジャニーズJr）
				
					
            	週刊文春の取材に応じ、15歳の時に性加害を受けたと実名告発した。
            	
            	

被害を受けたのは1回。
            	
            	

2002年10月、「タッキー＆翼」の東京ドームコンサートに出演した夜、喜多川宅に泊まり、口淫被害を受けた。
            	
            	

その後受験を理由に事務所を退所。母親に性被害にあったことは伝えたが、訴訟は起こさなかった。
            	
            	

現在は車屋と水素サロンの経営を行っている。
            	
	            	
	            
	            


	            ＜立憲民主党のヒアリング▼＞
            	

            	
	
				
					飯田恭平（いいだ・きょうへい）
					
					
（元キスマイ）
				
					
            	
	            事務所に入った13歳の頃、喜多川の自宅マンションで初めて性加害を受けた。
	            
	            

寝ていたところ、喜多川にマッサージをされ、そのまま行為に及んだという。
	            
	            

その後約５年間、定期的に性加害を受けた。
            	
	            

TBSのインタビューで初めて告発し、「ジャニーズ性加害問題当事者の会」に加わった。
	            
	            
	            


	            ＜インタビュー▼＞
            	

            	
            	







日本人事労務事務所（東京労働法務パートナーズAI Referee）



















                   
                    
                    
					
                  
                    

               





					



				

			

		

	


	
		
			


			


	

	







	
		
		
			
				
					





		

	







	
		




	
    
    
    
    
		
			メディアの報道＜文春裁判＞

		

    
    
    
最高裁がジャニーズ側の上告棄却。高裁の「虐待認定」が確定した。


2004年2月25日、共同通信


週刊文春の記事で名誉を傷つけられたとして、芸能プロダクション「ジャニーズ事務所」と社長が文芸春秋などに損害賠償を求めた訴訟で、最高裁第三小法廷（藤田宙靖裁判長）は2004年2月24日、ジャニーズ側の上告を退ける決定をした。


「記事の主要部分は真実性の要件を満たしている」として、一審東京地裁判決が認めた賠償額880万円を120万円に減額した二審東京高裁判決が確定した。


二審判決によると、週刊文春は1999年10～12月、「芸能界のモンスター追及」と題したキャンペーン記事を８回にわたって掲載した。



▲ ページの先頭に戻る




東京高裁判決「報道の重要部分（虐待）は真実」



2003年7月16日、毎日新聞


週刊文春に「事務所の少年にセクシュアル・ハラスメントをした」と書かれ名誉を傷つけられたとして、芸能プロ「ジャニーズ事務所」と喜多川拡（ひろむ）社長が、文芸春秋に賠償などを求めた訴訟の控訴審判決が2003年7月15日、東京高裁であった。


矢崎秀一裁判長は「セクハラに関する記事の重要部分は真実」と判断し、「日常的に飲酒、喫煙させている」などの記述による名誉棄損だけを認めて、賠償額を１審・東京地裁判決（2002年3月）の880万円から120万円に減額した。


問題となったのは、1999年10～12月の連載記事。判決は「逆らえばデビューできなくなる拒絶不能な状態に乗じ、社長がセクハラしている」との記載について、「被害者の少年たちの証言は具体的で詳細なのに、事務所側は具体的に反論していない」と指摘した。


１審はセクハラについても名誉棄損を認めていた。



▲ ページの先頭に戻る





東京高裁がジャニーズ事務所のセクハラを認定 



2003年7月16日、東京新聞／中日新聞


「週刊文春」の連載記事で名誉を傷付けられたとして、芸能プロダクション「ジャニーズ事務所」と社長が文芸春秋などに計1億700万円の損害賠償を求めた訴訟の控訴審判決で、東京高裁は2003年7月15日「記事の主要部分は真実性の要件を満たしている」として、一審東京地裁判決が880万円とした賠償額を120万円に変更した。


判決理由で矢崎秀一裁判長は、事務所に所属する少年が社長からセクハラを受けたとの記事について「少年らの供述内容はおおむね一致しており、信用できる。違法性は認められない」と判断。少年が合宿所で日常的に飲酒喫煙している、などの一部の記述についてだけ名誉棄損を認めた。


判決によると、週刊文春は1999年10月から12月にかけ「芸能界のモンスター追及」と題したキャンペーン記事を８回にわたって掲載した。


判決に対し、文芸春秋は「最大の争点だった少年たちへの性的虐待が初めて認められた」と話している。


ジャニーズ側の代理人は「書面審理のみで簡単に結論を変更しており承服できない。ただちに上告したい」としている。





▲ ページの先頭に戻る



（記録データ評価元：エーアイレフェリー）

 
	
	

	






		

		

	


















 
 
 




	
		
			
				

					
						サイト運営：日本人事労務事務所AI Referee（東京労働法務パートナーズ）

					

				

			

		

	








